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学位論文内容の要旨
IL-6 受容体抗体である MR16-1 による IL-6 シグナル伝達阻害が、IL-1 受容体アンタゴ
ニスト欠損（IL-1RA KO）マウスが発症する大動脈炎、心肥大、関節炎に対して及ぼす効果
を検証した。 4 週齢のマウスを 4 群に分けて、MR16-1 投与（IL-1RA KO マウス/低用量
群、IL-1RA KO マウス/高用量群）または非免疫 IgG 投与（IL-1RA KO マウス群、wild マ
ウス群）、5 週間にわたって腹腔内投与後、組織学的に検討を行った。大動脈炎については、
KO / IgG 群に対して、発症率と重症度を MR16-1 は用量依存的に軽減した。左心室と心筋







心肥大、関節炎に対する IL-6 受容体抗体である MR16-1 の作用を検討した。 
5 週間にわたる MR16-1 腹腔内投与により大動脈炎の組織所見を容量依存的に軽減した。
左室肥大と心筋細胞肥大も高用量 MR16-1 投与で抑制、関節炎の発症率と重症度も投与し





Inhibition of interleu kin-6 signaling attenuates aortitis, left 
ventricular hypertrophy and arthritis in interleukin-1 receptor 
antagonist deficient mice 
（インターロイキン 6 シグナル伝達の阻害は、インターロイキン 1 受容
体アンタゴニスト欠損マウスにおいて、大動脈炎、左心室肥大、関節炎
を軽減する）
